
言語活動の充実を目指した考察（サイエンス・アイ） 

第６学年「てこのはたらき」 

鳥栖・基山支部 田代小学校  中島 幹夫 

 

１ 単元計画（本時２／11） 

  ・第１次 てこのはたらき（４時間） 

  ・てこを利用した道具（１時間） 

  ・てこのつり合いとかたむき（６時間） 

 

２ 本時の目標 

支点と力点の長さを長くすると、おもりを楽に持ち上げられることを調べまとめることができる。 

 

３ 授業の実際 

過程 児童の学習活動や主な反応 具体的な指導 
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１ 実験全体図をもとに前時までの

振り返りをする。 

 

・支点とは…棒を支えている点。 

・力点とは…力を入れている点。 

・作用点とは…物を持ち上げている

点。 

・てこを使うと小さな力で物を持ち

上げることができるよ。 

 

 

 

 

 

 

２ 力点の位置を変えててこを操作

した２種類の事象委提示を見る。                                   

       

 

 

 

 

 

・先生は、支点に近すぎるよ。 

・支点から力点までをもっとながく

しなきゃ。 

↓ 

・作用点と支点の位置が同じだから、

力点の位置に問題がある。 

 

 

 

 

 

○実験全体図（広用紙）を示し、てこの仕組みと３つの点の言葉を

確認する。 

 

【実験全体図】 

てこを使ってものを小さな力で持ち上げるためには 

  

 

   

 

 

○まず、１人の児童を指名した。児童はＢ点を力点とした。物を上

下させている手ごたえに共感させた後、教師が「私は持ち上げら

れなかった。」といって、Ａ点を力点とした様子を見せた。作用点

と支点の位置は固定されていることを確認しながら、力点の位置

の違いへと視点を焦点化していった。 

 

（Ａ）      （Ｂ） 

教師      児童 
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作用点 

力点の位置をどうすれば、小さい力でおもりを持ち上げることができるだろうか。 
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４ 考察 

  今回の実践では、仮説をしっかり立て、そして、実験結果を通して本時の実験を振り返りながら充実した考

察ができるように仕組んでいった。児童のワークシートを見てみると、考察の際にサイエンス・アイという視

点を設けたことで、目的意識がはっきりしたり、理科の有用性や自分の成長を実感したりすることに効果があ

ったと考える。 

  課題としては、２つ。１つ目は、実験結果から結論を導くときに、この２つのかき分けがうまくできていな

い児童が多かったことである。基本をしっかりして、考察の段階で言語活動の充実を図ることで、科学的な見

方や考え方を育てていきたいと思う。２つ目は、仮説を立てるまでの時間がどうしても長くなってしまうこと

である。思考の流れだけでなく、時間の流れもスムーズにして、実験の時間をしっかり確保していきたい。 
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３ 仮説を話し合い、ワークシート

に書く。（全体 →個人） 
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・力点の位置を支点から遠くすれば

いい。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 力点の位置を変えると、手ごた

えがどう変わるかを実験する。         

 

５ 実験結果を交流する。 

（グループ →全体） 

 

・グループの実験結果を全体の表に

まとめ発表させることで、結果を

共有していく。 

 

６ 結果を基にして、サイエンス・

アイを手がかりにしながらまとめ

る。 

・サイ＝最（サイ）初の考えと比べ

て… 

・エン＝演（エン）示実験を説明す

ると… 

・ス ＝す（ス）ぐ身近な生活では

… 

７ 実験全体図に戻り、本時の学習

の確認をする。 

 ○３つの発問をすることで、筋道立てて 

仮説を立てられるようにした。 

①力点の位置をどうすれは、小さい力でおもりを持ち上げること

ができますか。 

②そのために、どんな実験が必要ですか。 

 ・変える条件は…力点の位置 

 ・変えない条件は…支点と作用点の位置 

③予想される実験の結果は、何ですか。 

 

 

・真ん中がつり合うので、力は一番小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループで支点、力点、作用点につく役割を決めて交代しながら、

全員が実験するように助言した。また、棒が跳ね上がってけがする

ので持っている手を急に離さないこと、支点で手を挟む危険がある

ことを注意。 

 

・Ａ児＝私の結論と同じで、力点の位置を支点から遠くすればおも

りを小さな力で持ち上げられることが分かりました。 

・Ｂ児＝演示実験の時に先生が持ち上げられなかったのは、力点の

位置が支点に近かったから。 

・Ｃ児＝事務室にある紙を切る道具も力点の位置を変えれば手ごた

えを小さくして切ることができるんではないかと思った。 

・Ｄ児＝スコップも近かったら重くて、遠かったら軽かったから、

てこと同じ仕組みだと思う。 

 


